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内 容 の 要 旨 
 








課題１．現代英国社会における公共サービス放送 BBC のレーゾンデートルは何か 
課題２．BBC は、LGBT に関する英国社会の世論形成にいかなる影響を与えるのか 
課題３．BBC は LGBT を番組等においてどのように描写してきたのか 
課題４．BBC は英国社会における LGBT の社会的受容を促進したのか、それとも社会
的受容とは異なる方向に作用したのか 
 











つの闘い」について、そして Brexit に関する報道を通じて「公平性」についても論じる。 
第 2 章では、2000 年代以降に実施された、BBC の番組における LGBT の描写に関する
世論調査を手がかりに、それらの調査結果を整理するとともに、調査を通じて明らかとな
った課題点を再検討する。さらに、調査によって LGBT に関するイシューを認知した BBC
が LGBT の社会的受容に向けて、具体的にいかなる取り組みを進めてきたかを検証する。
特に近年は、「多様性（Diversity）」と「包摂（Inclusion）」といった枠内で、積極的に取
り組まれている。そこには、BBC のなかに組織として LGBT を忌避するような傾向はな
い。しかしながら、BBC は LGBT の社会的受容を社会的な「課題」としてではなく、あ
る種の政治的な「問題」として捉えていることが明らかとなる。 







 第 4 章では、現代英国における LGBT の政治的および社会的な受容を検討する。英国
では 1885 年に同性愛が「犯罪」化された。その後、1968 年に「脱犯罪」化され、2004 年
には同性婚が「合法」化されたものの、社会的受容は容易に進展しなかった。本章では、
「政治・社会政策の動向」「BBC における LGBT の取り上げ方」「キリスト教の影響」に
ついてそれぞれ取り上げる。その際、Chaney（2013）による区分に倣い、①1945 年から
1979 年まで、②1979 年から 1997 年まで、③1997 年以降の 3 つの時期ごとに整理してか
ら考察する。さらに、政治や社会政策による影響のほかに、現代英国におけるキリスト教
内部での LGBT への視座の転換についても注視する。 

































いる。第一は、LGBT の社会的受容に公共放送の BBC が影響を与えるのは当然としても、他
の社会的ファクターの与える影響力との比較分析がほとんど見られない点である。第二に、











い資質と精励の跡をうかがうことができる。また山本氏はこれまで NHK や BBC に関する数
本の論考を発表し、日本政治学会や日本マス・コミュニケーション学会で複数回の報告を
行うなど、研究成果の公表にも意欲的に取り組んでいる。 
以上の評価を総合して、審査委員会は、山本氏の本論文が博士(法学)の学位を授与する
に十分な内容を持ったものであると判断する。 
 
 
 
 
 
 
 
